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○議長（小林哲雄） 

 続いて、議案第２５号 平成２７年度開成町国民健康保険特別会計予算の細部説明を

担当課長に求めます。 

 保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子） 

 では、本紙１９５ページをお開きください。議案を朗読させていただきます。 

 議案第２５号 平成２７年度開成町国民健康保険特別会計予算、平成２７年度開成町

の国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１８億２，５３４

万２，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 一時借入金。第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入の最高額は５，０００万円とする。 

 歳入、歳出予算の予算流用。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定

により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

 １号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。 

 平成２７年３月３日提出、開成町長、府川裕一。 

 次のページをお開きください。 

 第１表 歳入歳出予算。歳入でございます。１款の国民健康保険税から１１款の諸収

入まで。 

 続いて、歳出になります。１９８ページ、１款の総務費から１１款の予備費までとい

うことで、合計１８億２，５３４万２，０００円でございます。 

 それでは、内容を説明させていただきます。別冊のほうは、４６ページ、４７ページ

をお開きください。全体的なことを先にお話しさせていただきますので、本紙のほうの

２０１ページをご覧いただきたいと思います。本紙の２０１ページ、歳入歳出予算事項

別明細書ということで、総括ということで、本年度の予算、あと前年度の予算比較とい

うような表になってございます。 

 まず、歳入でございますけれども、全体的なところを見ますと、本年度予算と前年度

を比べまして、比較ですけれども、１億８，５１０万２，０００円の増というような形

になってございます。この前年度と比べまして大きく伸びているのは、７款の共同事業

交付金ということで、こちらが１億７，９０６万円ほど前年度と比べて伸びてございま

す。これは平成３０年度に向けまして、都道府県単位での準備といたしまして、国が制

度改正を行ったものでございますけれども、高額医療の共同事業の実施とあわせまして、

保険財政共同安定化事業というのが、今まで１件３０万円を超える医療費について、市

町村の国保の拠出と交付金というような形で見ておりましたけれども、２７年度からそ
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れを１円単位、全対象、全ての医療費に拡大をするというところで、こちらの交付金が

増えております。こちら歳入の交付金とあと歳出でも７款で共同事業の拠出金というこ

とで、こちらも増えてございますので、歳入歳出ともに２億円ほど増えているというよ

うな形になっておりまして、総額が増えているというような結果になってございます。 

 それ以外の国民健康保険税につきましては、昨日の３月の補正予算のときにご説明さ

せていただきましたとおり、被保険者数及び世帯数ともに減少してございます。ですの

で、前年度と比べまして、マイナスの１，４３８万６，０００円というような結果にな

ってございます。 

 人数が減って、医療費の伸びも若干抑えられているというところがございますので、

全体的な補助金、国庫支出金、療養給付費等交付金等については、前年と比べまして、

マイナスというような形になってございます。 

 あと増えているものとしては、９款の繰入金ということで、若干２，０００万円ほど

増えてございますけれども、こちらも主な要因といたしましては、職員が２６年１０月

から一人増ということで、人件費がプラス一人分計上されてございますので、その関係

で繰入金が増えているような形になってございます。 

 続いて、歳出になります。２０２ページをお開きください。こちらも先ほどお話しし

ましたように、７款の共同事業拠出金が１円単位以下になるということで、こちらのほ

うが２億１，４３８万４，０００円の前年度と比べて増となってございます。 

 あと２款の保険給付費、あと３款の後期高齢者支援金、あと６款の介護納付金につき

ましては、被保険者数の伸びが抑えられているということで、前年度と比べて減額とい

うような形でマイナスになってございます。 

 では、別冊の４６ページ、４７ページをご覧いただきたいと思います。まず、歳入で

国民健康保険税の一般の被保険者国民健康保険税になります。こちら、説明欄に書いて

ございますように、２５年度に国民健康保険税率を改定しております。２６年１０月の

異動処理データを基本にしまして、一般被保険者数を３，９５０人、２，１００世帯と

いうことで想定をさせていただいて、収納率を９５％として想定をしてございます。前

年当初より４２４万９，０００円の減を見込んでございます。 

 その下、後期高齢者支援金分でございます。こちらも前年当初と比べまして５２万円

の減となってございます。 

 その下、介護納付金分でございます。こちらにつきましては、一般被保険者の４０歳

以上、６５歳未満を対象にしてございますけれども、こちら１，２５０人、１，１００

世帯ということで、こちらについては、若干前年度と比べて伸びてございます。その関

係で、前年当初より１２０万１，０００円の増を見込んでございます。 

 その下、一般の滞納繰越分になってございます。それぞれ医療、介護、後期、実績を

見ながら、前年同額ということで見込んでございます。 

 続きまして、退職被保険者等国民健康保険税になります。退職分の医療給付分でござ

いますけれども、こちらも２６年１０月の異動処理データを基礎にしまして、退職者被

保険者数を２６０人、１５０世帯ということで想定をしてございます。収納率について
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は、一般と同様に９５％ということで想定をしまして、前年当初より８３５万５，００

０円の減を見込んでございます。 

 その下、後期高齢者支援分になります。こちらも前年当初より１０７万６，０００円

の減を見込んでございます。 

 続きまして、介護納付金になります。こちらも４０歳以上６５歳未満を対象にしてご

ざいますけれども、２５０人、１５０世帯ということで、前年により減を見込んでござ

いますけれども、前年当初より１３８万７，０００円の減を見込んでございます。 

 その下、滞納繰越分については、前年と同額ということで見込んでございます。 

 続いて、一つ飛ばしまして国庫支出金になりまして、療養給付費負担金、あと拠出金

負担金になります。こちら国３２％の割合になってございますけれども、先ほど全体の

ところでご説明させていただきましたように、前年度に比べて減になってございます。 

 一つ飛ばしまして、高額医療費共同事業費負担金になります。こちらレセプト１件８

０万円を超える医療費についての負担金でございますけれども、高額医療費共同事業拠

出金、２，８９０万４，０００円に対する国の４分の１の負担分になります。 

 その下、特定健康診査等負担金ということで、特定健康診査事業の補助基準に対する、

国３分の１の負担分になります。 

 二つ飛ばしまして、退職者医療費交付金になります。退職被保険者の医療給付費につ

きまして、退職被保険者等に係る保険税を除いた額が社会保険診療報酬支払基金から交

付されるものでございますけれども、退職者の医療給付が歳出のほうで減額になってご

ざいますので、こちらも前年と比べまして減額になってございます。 

 一つ飛ばしまして、前期高齢者交付金になります。６５歳から７４歳までの前期高齢

者の全国平均加入割合よりも加入割合が高い保険者に対して、社会保険診療報酬支払基

金から交付されるものでございます。こちらにつきましては、前年当初より２，０２７

万５，０００円の増を見込んでございます。 

 次のページにいきまして、４８ページ、４９ページになります。まず、県支出金でご

ざいまして、高額医療費共同事業負担金になります。こちら、国と同じように、県も４

分の１負担分ということで金額設定してございます。 

 一つ飛びまして、県の補助金の普通調整交付金になります。一般被保険者に係る療養

の給付費等負担金の算定額の１００分の８相当分となっておりまして、こちらも全体の

歳出の保険給付費が減になっておりますので、前年と比べて減になってございます。 

 一つ飛びまして、共同事業交付金、まず、高額医療費共同事業交付金になります。こ

ちらも高額な医療費が発生した市町村に国保連から交付される交付金でございますけれ

ども、レセプト１件当たり８０万円を超える医療費が対象になってございます。高額医

療費共同事業拠出金ということで、国、県、あとこちらでそれぞれ２，８９０万４，０

００円に対しまして、２分の１の負担分となってございます。 

 その下、保険財政共同安定化事業交付金ということで、前年と比べて１億７，８４５

万５，０００円の増になってございます。こちらは、先ほどご説明させていただきまし

たとおり、３０万円のレセプトの対象から、２７年度から全ての医療費に拡大されると
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いうことで、プラスになってございます。 

 一つ飛ばしまして、繰入金になります。まず、保険基盤安定繰入金、保険税軽減分に

なります。こちらは、被保険者の保険税負担を軽減するために、保険税の軽減対象とな

りました一般被保険者の数に応じて、国、県から補てんされるものを一般会計から国保

特会に繰り入れてございます。その下、保険基盤安定繰入金保険者支援分となりますけ

れども、こちらも保険税の負担を軽減するためというところで、低所得者を多く抱える

市町村に対し支援された分を国保特会のところに繰り入れてございます。こちら昨日の

補正でもこの辺増ということで、補正予算を計上させていただきましたけれども、こち

らは７割、５割、２割軽減ということで実施をさせていただいておりますけれども、２

６年度制度改正がございまして、２７年度も制度改正が予定されてございます。その関

係もございまして、前年度と比べてプラスで見てございます。 

 職員給与費等の繰入金につきましては、一人増えるというところでプラスになってご

ざいます。 

 続いて出産育児一時金等繰入金ということで、歳出の出産育児一時金の３分の２に当

たる額を一般会計から繰り入れるものでございます。 

 その下、財政安定化支援事業繰入金になります。こちら所得の少ない被保険者の多い

等の理由によりまして、国保財政の影響のある市町村につきまして、国保財政の安定化

及び保険税負担の平準化のために、一般会計から国保特会に繰り入れるものでございま

す。 

 その下、その他一般会計繰入金ということになります。医療費の増大に対応するため、

一般会計から国保特会に繰り入れるものでございますけれども、前年と比べまして、若

干７４０万円ほど増えてございますけれども、ほぼ前年同額繰入をさせていただいてご

ざいます。 

 以下につきましては、項目設定等になりますので、省略させていただきます。 

 続きまして、歳出になります。５０ページ、５１ページをご覧いただきたいと思いま

す。まず、総務費の一般管理費になります。こちら職員給与費、あと国保行政の運営に

必要な書籍等の購入等になってございます。また、システム改修につきましては、昨年

度よりそれぞれの特会に計上をしてございますので、こちらで国民健康保険のシステム

負担金を特別会計で支出してございます。 

 続きまして、連合会の負担金ということで、国民健康保険団体連合会の運営を円滑に

するためにということで負担金を拠出してございます。 

 続きまして、徴税費ということで、賦課徴収費になります。こちらは６月に賦課決定

をさせていただいてございます。こちらに必要な納税通知書等の印刷送付及び収納処理

の費用を支出してございます。 

 その下、国民健康保険運営協議会費になります。こちらは国民健康保険事業運営上の

重要課題について、協議検討を行うための委員報酬で、６人分で５回分の計上をさせて

いただいてございます。 

 ２７年度につきましては、３年に１回ということで、保険税率の見直しを予定してご
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ざいます。その関係もありまして、１回分増やして計上させていただいてございます。 

 続きまして、保険給付費、まず、一般の被保険者療養給付費でございます。こちら一

般被保険者の療養給付費というところでございますけれども、被保険者数が減っている

というところで、比較的療養給付費は落ちついているというところもございまして、前

年と比べまして、６００万円の減を見込んでございます。 

 その下、退職分になりますけれども、こちらも２７年度は１，５６０万円の減を計上

させていただいてございます。 

 その下、一般被保険者療養費支払事業費になります。一般被保険者の被補装具及び柔

道整復施術費等の療養費用額の保険者負担分になります。 

 その下、退職分ということでございます。 

 一つ飛びまして、高額療養費になります。一般の被保険者高額療養費支払事業費にな

ります。一般被保険者の医療費自己負担分につきまして、一定額以上の高額負担が発生

した場合に、費用を支出してございます。こちらは２７年１月から７０歳未満の方の高

額療養費の自己負担の限度額が変更になっている関係で、前年と同額を見込んでござい

ます。 

 その下、退職の高額分でございます。こちらも退職の被保険者に対してというところ

でこちらは前年と比べましてマイナスにさせていただいてございます。 

 その下、一般被保険者高額介護合算療養費になります。こちらは前年同額ということ

で、その下の退職の被保険者の高額合算も前年同額になっております。 

 移送費につきましては、項目設定ですので、飛ばせていただきまして、出産育児一時

金になります。こちら被保険者が出産した世帯につきまして、出産育児金、一人につき

まして、４２万円を限度といたしまして、１９件分を見込んでございます。 

 前年度２０件分を見てございますけれども、実績にあわせてマイナス１件してござい

ます。 

 一つ飛びまして、葬祭費支給事業費になります。お亡くなりになったときに、葬祭費

というところで一人につき７万円を支給させていただいております。２７件分を見込ん

でございますけれども、２６年度３０件を見ておりましたけれども、実績にあわせてと

いうところで、２７件分を見てございます。 

 その下、後期高齢者支援金等になります。こちらは先ほどご説明させていただきまし

たように、若干前年度と比べまして、減になってございます。４５６万円の減を見込ん

でございます。 

 その下、前期高齢者納付金になります。前期高齢者の加入者数の不均衡を調整するた

めということで、加入者数に応じて納付金を社保支払基金に支出するものでございます。

前年同額を計上してございます。 

 二つ飛びまして、介護納付金になります。こちらも前年度と比べまして、１９０万３，

０００円の減を見込んでございます。 

 その下、共同事業費拠出金ということで、高額医療費拠出金支給事業費になります。

こちらにつきましては、高額医療費の支払いによりましてというところで、前年と比べ
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まして、１２１万円の増を見込んでございます。 

 一つ飛びまして、次のページをおめくりください。５２ページ、５３ページになりま

す。保険財政共同安定化事業拠出金支給事業費ということで、前年と比べまして、２億

１，３１７万４，０００円の増になってございます。こちら繰り返しになりますけれど

も、全ての医療費が対象になった関係でプラスになってございます。 

 その下、保健事業費、特定健康診査等事業費になります。こちら特定健康診査及び特

定保健指導を実施するための集団健診の費用等でございます。 

 その下、保険普及費になります。医療費適正化事業といたしまして、被保険者に対し、

年４回の医療費の費用額等の通知とあと人間ドックの費用助成ということで、１８０人

分計上をしてございます。２６年度１６０人分を見ておりましたけれども、実績にあわ

せて２０人分増というような形で計上をさせていただいてございます。 

 以下、項目設定でございますので、省略をさせていただきます。 

 以上になります。 

○議長（小林哲雄） 

 以上で議案第２５号 平成２７年度開成町国民健康保険特別会計予算の説明を終了い

たします。 

  

 

 


